
             

              
 

 

 

 

 

 
 
 

「読書の習慣」 
                                                            

校長 宮﨑 みどり 

 

 立春を迎え暦の上では「春」ですが，２月初旬，「10 年

に１度」と言われる強烈な寒波に見舞われ，国道３号の交通

が数回に渡り遮断されました。保護者の皆様におかれまして

は，早急な児童引き渡しの対応をしていただき，大変感謝致

しております。保護者への連絡後，５分ほどで雪が３～４㎝

ほど積もり，あっという間に国道が遮断されました。国土交

通省との数回の遣り取りの後，児童の安全な下校を優先して

いただける運びとなりました。大変ご心配をおかけしまし

た。子どもたちは，お迎えがくるまで雪合戦や雪だるまを作

り，心ゆくまで雪遊びを堪能していました。 

 さて，２月は｢逃げる月」とも言われますが，残りわずか。

３学期は，特に，本校の学習課題でもある「読解」に力を入

れて取り組んでいます。これまでも，地域の方々による読み

聞かせや，読書月間での全員によるブックトーク，毎月 23

日の親子読書，毎日の音読，授業での指導，学年推薦図書リ

ストの貸出など保護者の皆様にご協力をいただきながら，職

員も共に取り組んで参りました。しかし，「読解力」は，す

ぐさま身に付くものでもありません。日頃からの積み重ねが

大切です。そこで，１月から更に NIE 教育も取り入れ，学び

の場を広げているところです。できるだけ，同学年児童の作

品(詩や作文)を扱い，他校の児童の表現力や感性にも触れた

り，低・中・高の読みの視点を与え，読み取ったことについ

て近くの児童と話し合ったり(交流)する時間を設けていま

す。この児童同士の交流が，作品の読みをより深め，互いの

感じ方の違いや作品のよさを再認識するよい機会となりま

す。 

 読解力を身につけることは，児童が将来生きていく上で

とても重要な事です。何をするにも，「文章を読み取る

力」が必要となります。また，読書をすることで知識が増

えたり，理論的な思考力や集中力が養われたり，心も豊か

になったりします。読書は，幼少期からの読み聞かせや，

本にいつでも触れることのできる環境づくりが大切だと言

われます。本校は，いつでも本の貸し出しができるように

なっています。また，月に１回，市の移動図書館もやって

来ます。ぜひ，親子で学年推薦図書リストを見ながら，読

書習慣を身に付けてみませんか？ 
 

 

 

 

 

       

 

   
 

学校便り    いちき串木野市立旭小学校      令和７年２月 
 
★旭小キャッチフレーズ★ 

「あかるい笑顔 さわやかあいさつ ひとみ輝く旭っ子」 

 

学習発表会 

風になりたい

駅伝応援！ 


